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概　要	


応 用 分 野	


　近年、鳥取県の山間部から里山にかけて出没する野生鹿による農林業被害が後を絶たない。駆除によって生じる鹿
肉や鹿皮の利用が進められているが、鹿を資源と捉えて余すところなく利用できることが望ましい。鹿角・鹿茸に含まれ
る成分と効能の作用メカニズムを明らかにすることで、捕獲された鹿の鹿角・鹿茸の適切な利用法の科学的裏付けを
得る。野生鹿の駆除とその利用法は全国的な問題になりつつある。本研究により先進的かつ合理的な対策を鳥取県
から打ち出す。 	


鹿角・鹿茸を利用した機能性食品や健康食品、骨形成にかかる医療分野など 	


鳥取大学農学部　教授　田村純一	

連絡先（jtamura@muses.tottori-u.ac.jp, 0857-31-5108）  連絡先	


研 究 内 容	


　古来より鹿角・鹿茸は漢方薬として珍重され、成長初期の雄鹿の角は鹿茸として特に価値が高い。しかし、それらの
効能の作用メカニズムは明らかになっていない。鹿角・鹿茸には、有用成分であるコンドロイチン硫酸やコラーゲン分
子が含まれることが報告されているが、詳細な分子構造は不明である。これらの分子は動物の神経や血管の伸長制
御や細胞の分化などに影響を与え、これらの生理活性は分子構造のわずかな違いによって発現されることが最近急
速に明らかになりつつある。	
  
　本研究では鹿角・鹿茸からコンドロイチン硫酸などの有用糖鎖とコラーゲンを、これまでに当研究グループが確立し
た手法をもとに単離精製した。その結果、先端の軟骨部と下部の骨化した組織では硫酸化パターンに著しい違いが
あり、先端部には多量のコンドロイチン硫酸が含有されていることを明らかにした。また、鹿茸では間葉系細胞、肥大
軟骨細胞および骨芽細胞がコンドロイチン硫酸を産生することを明らかにした。	
  	
  
　本研究は、鹿角・鹿茸の機能と含有成分の相関を明らかにして、科学的裏付けをもつ鳥取産の機能性食品や健康
食品の開発につながるものである。現状では使い途のない駆除獣の角を廃棄物から有用な地域資源に変換すること
で、産業創成による地域振興につながると考えている。	
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